
人
間
は
何
の
た
め
に
読
書
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
人
間
が
何
の
た
め
に
学
問
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
問
題

と
同
じ
く
難
問
で
あ
る
。
簡
単
に
は
答
え
ら
れ
な
い
問
題
で
あ
る
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
の
一
つ
の
答
え
が
あ
る
。
山
田
洋
次
監
督
の
映
画
「
た
そ
が
れ
清

兵
衛
」
の
主
人
公
井
口
清
兵
衛
は
裁
縫
の
稽
古
を
し
な
が
ら
論
語
の
素
読
に

励
む
十
歳
の
長
女
萱
野
に
「
お
と
は
ん
、
針
仕
事
習
っ
て
上
手
に
な
れ
ば
、

い
つ
か
は
着
物
や
浴
衣
が
縫
え
る
よ
う
に
な
る
や
の
う
」
（
中
略
）
「
ん
だ
ば
、

学
問
し
た
ら
何
の
役
さ
立
つ
の
だ
ろ
う
の
」
と
学
問
の
効
用
に
つ
い
て
問
わ

れ
、
内
職
の
虫
籠
作
り
の
手
を
止
め
て
「
い
い
か
、
萱
野
、
学
問
せ
ば
自
分

の
頭
で
も
の
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
。
自
分
の
頭
で
も
の
考

え
れ
ば
、
知
り
て
こ
と
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
。
そ
れ
を
一
つ
一
つ
考
え
て

わ
か
っ
て
い
く
と
、
お
前
は
豊
か
な
人
間
に
な
れ
る
。
こ
の
先
世
の
中
ど
う

変
っ
て
も
、
考
え
る
力
を
持
っ
て
い
れ
ば
何
と
か
し
て
生
き
て
行
く
こ
と
が

読
害
活
動
推
進
の
現
状

（
二
読
書
と
人
間

読
書
活
動
推
進
の
現
状

ｌ
静
岡
県
の
場
合
Ｉ

出
来
る
』
こ
れ
は
男
も
女
も
同
じ
こ
と
だ
」
と
答
え
る
。
こ
の
会
話
文
は
映

画
の
原
作
で
あ
る
藤
沢
周
平
の
短
編
小
説
「
た
そ
が
れ
滴
兵
衛
」
・
「
祝
い

人
助
八
」
・
「
竹
光
始
末
」
の
い
ず
れ
に
も
出
て
い
な
い
。
山
田
監
督
の
強

い
意
志
が
感
じ
ら
れ
る
シ
ー
ン
で
あ
る
。
清
兵
衛
の
答
え
は
教
養
と
し
て
の

学
問
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
読
書
の
効
用
に
つ

い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
読
書
は
単
な
る
知
識
の
量
を
増
す
た
め
の
み

の
行
為
で
は
な
い
。
読
書
は
思
考
力
や
問
題
解
決
能
力
の
育
成
、
豊
か
な
自

己
形
成
の
た
め
に
行
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

近
年
、
か
つ
て
は
世
界
の
ト
ッ
プ
水
準
に
あ
っ
た
日
本
の
青
少
年
の
基
礎

的
学
力
、
そ
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
特
に
「
読
解
力
」
に
お
い
て
そ

の
傾
向
は
著
し
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
平
成
十
六
年
十
二
月
七
日
に
公
表
さ

れ
た
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
国
際
的
な
学
習
到
達
度
調
査
で

は
、
日
本
の
十
五
歳
の
読
解
力
は
世
界
四
十
一
カ
国
・
地
域
中
十
四
位
で
あ

っ
た
。
（
一
二
月
八
日
『
朝
日
新
聞
」
朝
刊
）
そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
読

書
量
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
資
源
に
恵
ま
れ
ず
、
人
材
こ
そ
が
貴
重

な
財
産
で
あ
る
日
本
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
危
機
的
状
況
と
い
わ
な
け
れ
ば

安
藤
勝
志
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な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
国
も
そ
れ
を
放
置
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
す

で
に
平
成
十
一
年
に
は
翌
年
を
「
子
ど
も
読
書
年
」
と
す
る
衆
参
両
院
の
決

議
が
な
さ
れ
、
平
成
十
二
年
に
は
「
国
際
子
ど
も
図
書
館
」
が
設
立
さ
れ
た
。

平
成
十
三
年
に
は
議
員
立
法
に
よ
る
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
（
平
成
一
三
年
法
律
一
五
四
号
）
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
第

二
条
に
は
「
子
ど
も
（
お
お
む
ね
十
八
歳
以
下
の
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
）

の
読
書
活
動
は
、
子
ど
も
が
、
言
葉
を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を
商

め
、
創
造
力
を
磯
か
な
も
の
に
し
、
人
生
を
よ
り
深
く
生
き
る
力
を
身
に
付

け
て
い
く
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
す

べ
て
の
子
ど
も
が
あ
ら
ゆ
る
機
会
と
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
お
い
て
自
主
的
に
読

書
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
積
極
的
に
そ
の
た
め
の
環
境
の
整
備

が
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
そ
の
基
本
理
念
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
基
本
理
念
の
上
に
立
ち
、
平
成
十
四
年
に
は
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の

推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
第
一
章
の
「
は

じ
め
に
」
で
は
子
ど
も
の
読
書
離
れ
の
現
状
と
そ
れ
を
解
決
す
る
必
要
性
、

第
二
章
の
「
雅
本
的
方
針
」
で
は
子
ど
も
が
読
諜
に
親
し
む
機
会
の
提
供
と

諾
条
件
の
犠
備
・
充
実
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
を
通
じ
た
社
会
全
体
で
の
取

り
組
み
の
推
進
、
子
ど
も
の
読
詩
活
動
に
関
す
る
理
解
と
関
心
の
普
及
、
第

三
章
の
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
の
た
め
の
方
策
」
で
は
家
庭
、
地
域
、

学
校
に
お
け
る
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進

す
る
た
め
の
施
設
、
設
備
そ
の
他
の
諸
条
件
の
整
備
・
充
実
、
図
書
館
間
協

力
等
の
推
進
、
啓
発
広
報
等
、
第
四
章
の
「
方
策
の
効
果
的
な
推
進
に
必
要

な
事
項
」
で
は
推
進
体
制
等
、
財
政
上
の
措
置
に
つ
い
て
具
体
的
な
計
画
を

提
示
し
て
い
る
．
さ
ら
に
郵
政
民
営
化
法
案
の
審
議
で
揺
れ
動
い
た
平
成
十

七
年
度
の
通
常
国
会
で
も
超
党
派
の
「
活
字
文
化
議
員
連
盟
」
の
議
員
提
案

に
よ
る
「
文
字
・
活
字
文
化
振
興
法
案
」
が
全
会
一
致
で
成
立
し
て
い
る
。

こ
の
法
案
の
第
三
条
「
基
本
理
念
」
に
は
「
文
字
・
活
字
文
化
の
振
興
に
関

す
る
施
策
の
推
進
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
そ
の
自
主
性
を
尊
重
さ
れ
つ
つ
、

生
涯
に
わ
た
り
、
地
域
、
学
校
、
家
庭
、
そ
の
他
の
様
々
な
場
に
お
い
て
、

居
住
す
る
地
域
、
身
体
的
な
条
件
そ
の
他
の
要
因
に
か
か
わ
ら
ず
、
等
し
く

豊
か
な
文
字
・
活
字
文
化
の
恵
沢
を
享
受
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を

旨
と
し
て
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
り
、
国
語
の
尊
重
や
言
語

力
酒
養
の
必
要
性
に
言
及
し
て
い
る
。
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
、
図
書
館

お
よ
び
学
校
教
育
の
役
割
に
つ
い
て
も
定
め
ら
れ
、
第
十
二
条
に
は
「
国
及

び
地
方
公
共
団
体
は
、
文
字
・
活
字
文
化
の
振
興
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す

る
た
め
必
要
な
財
政
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
」
と
そ
の
「
財
政
上
の
措
置
等
」
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
読
書
活
動
の
推
進
は
国
を
あ
げ
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
り

つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
を
受
け
て
各
地
方
公
共
剛
体
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
典
体
例
と
し
て
静
岡
県
の
場
合
を
兇
て

み
た
い
。
静
岡
県
は
推
計
人
ｎ
三
点
八
十
万
三
千
二
両
十
二
人
（
平
成
一
七

年
七
月
一
日
現
在
）
、
自
然
や
気
候
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
東
京
都

の
よ
う
に
Ⅱ
本
の
政
治
や
文
化
の
中
心
地
で
は
な
い
。
し
か
し
、
一
流
企
業

も
そ
の
新
開
発
し
た
商
船
の
テ
ス
ト
販
売
を
静
岡
市
で
試
み
た
上
で
全
脚
販

売
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
静
岡
市
は
推
計
人
口
七
十
万
九
千
八
百
六

十
人
（
平
成
一
七
年
六
月
三
○
日
現
在
）
、
静
岡
県
の
県
庁
所
在
地
で
あ
り
、

五
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「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
、
そ
の
第
九
条
に
は
「
都

道
府
県
は
、
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
基
本
計
側
を
基
本
と
す
る
と
と
も
に
、

当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
状
況
を
踏
ま
え
、
当
該
都

道
府
県
に
お
け
る
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の

計
画
（
以
下
「
都
道
府
県
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
と
い
う
。
）
を
策

定
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
条
文
が
あ
る
。
静
岡
県
も

そ
の
条
文
に
従
っ
て
、
平
成
十
五
年
度
に
「
静
岡
県
子
ど
も
読
書
活
動
推
進

会
議
」
を
設
置
し
た
。
そ
の
構
成
は
学
校
関
係
三
名
（
小
学
校
校
長
・
高
校

校
長
・
盲
学
校
校
長
）
、
民
間
三
名
（
子
育
て
関
係
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
読
み
聞
か

せ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
、
行
政
二
名
（
県
子
育
て
支
援
室
長
・
市
町
村
教
育
長
）
、

図
書
館
関
係
二
名
（
県
立
図
書
館
長
・
市
町
村
立
図
書
館
長
）
、
学
識
経
験

者
一
名
（
大
学
助
教
授
）
の
計
十
一
名
で
あ
っ
た
。
会
議
で
は
委
員
長
の
恩

田
征
弥
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
長
を
中
心
に
「
静
岡
県
子
ど
も
読
書
活
動
推

進
計
画
’
一
読
書
県
し
ず
お
か
』
を
め
ざ
し
て
ｌ
」
（
平
成
十
六
年
一
月
発

行
）
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
推
進
計
画
は
、
静
岡
県
下
す
べ
て
の
子
ど
も

平
成
十
七
年
四
月
一
日
に
政
令
指
定
都
市
の
指
定
を
受
け
た
ば
か
り
と
い
う

典
型
的
な
地
方
都
市
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
典
型
的
で
あ
る

が
ゆ
え
に
、
全
国
の
地
方
都
市
の
平
均
的
位
置
を
占
め
て
い
る
と
も
い
え
る

の
で
あ
る
。
そ
の
静
岡
市
を
県
都
と
す
る
静
岡
県
は
日
本
の
縮
例
と
も
い
え

る
の
で
あ
る
。（

二
）
静
岡
県
に
お
け
る
読
書
推
進
活
動

読
書
活
動
推
進
の
現
状

た
ち
が
自
主
的
に
読
書
活
動
を
行
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
の
「
読
書
環

境
の
整
備
、
読
書
機
会
の
提
供
、
読
書
活
動
の
啓
発
」
と
「
県
民
一
人
一
人

の
「
生
涯
を
通
し
た
読
書
習
慣
の
確
立
」
を
基
本
方
針
と
し
て
、
平
成
三
十

二
年
（
二
○
一
○
）
ま
で
の
〃
向
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
体
系
と
施

策
の
愈
点
は
次
の
六
点
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
点
は
「
家
庭
に
お
け
る
子
ど
も

の
読
書
活
動
の
推
進
」
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
読
書
の
敢
要
性
に
つ
い
て
の

理
解
の
促
進
と
親
子
読
書
等
の
奨
励
で
あ
る
。
第
二
点
は
「
地
域
に
お
け
る

子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
」
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
公
立
図
書
館
の
設
置

促
進
、
専
門
的
職
員
の
養
成
お
よ
び
配
置
の
促
進
、
読
み
間
か
せ
グ
ル
ー
プ

等
の
活
動
や
関
係
機
関
等
と
の
連
携
し
た
取
組
の
促
進
、
県
立
中
央
図
書
館

の
子
ど
も
読
書
活
動
支
援
機
能
の
充
実
、
幼
稚
園
・
保
育
所
の
図
書
コ
ー
ナ

ー
の
整
備
お
よ
び
職
員
等
の
研
修
の
充
実
の
促
進
、
そ
の
他
関
係
機
関
の
子

ど
も
読
書
活
動
事
業
の
促
進
（
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
活
動
等
）
、
読
書
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
養
成
、
地
域
活
動
へ
の
支
援
等
で
あ
る
。
第
三
点
は
「
学
校
に
お

け
る
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
」
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
研
修
に
よ
る
教

職
員
へ
の
啓
発
と
協
力
体
制
の
確
立
の
促
進
、
年
間
活
動
計
画
作
成
の
促
進
、

朝
読
書
、
読
み
聞
か
せ
等
の
実
施
、
目
標
読
書
冊
数
の
設
定
、
計
画
的
な
学

校
図
書
館
図
書
資
料
等
の
整
備
の
促
進
、
学
校
図
書
館
の
情
報
化
の
促
進
、

司
書
教
諭
の
配
置
促
進
と
授
業
時
数
の
軽
減
等
、
学
校
剛
書
の
全
校
配
置
の

促
進
、
学
校
図
書
館
担
当
職
員
の
研
修
等
の
充
実
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連

携
の
促
進
等
で
あ
る
。
第
四
点
は
「
図
書
館
間
等
の
連
携
に
よ
る
子
ど
も
の

読
書
活
動
の
推
進
」
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
公
立
図
書
館
間
の
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
の
推
進
、
資
料
搬
送
網
の
整
備
、
学
校
図
書
館
と
公
共
図
書
館
の
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連
携
（
公
立
図
書
館
の
図
書
資
料
等
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
機
能
の
活
用
、
合
同

研
修
会
の
開
催
等
）
、
県
内
の
大
学
や
教
育
機
関
お
よ
び
国
際
子
ど
も
図
書

館
と
の
連
携
等
で
あ
る
。
第
五
点
は
「
啓
発
・
広
報
等
の
推
進
」
で
あ
る
。

そ
の
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
情
報
提
供
、
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
作

成
、
読
書
週
間
お
よ
び
「
子
ど
も
読
書
の
日
」
等
に
お
け
る
啓
発
・
広
報
の

推
進
、
読
書
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
の
啓
発
・
広
報
等
で
あ
る
。
第
六
点

は
「
推
進
・
支
援
体
制
の
整
備
等
」
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
「
読
書
活
動
推

進
会
議
」
の
開
催
、
市
町
村
と
の
連
携
、
出
版
や
書
籍
販
売
業
界
お
よ
び
マ

ス
コ
ミ
等
と
の
連
携
等
で
あ
る
。

平
成
十
六
年
（
二
○
○
四
）
、
平
成
十
五
年
度
の
静
岡
県
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
会
議
が
そ
の
必
要
性
を
提
言
し
た
「
静
岡
県
読
書
活
動
推
進
会
議
」

が
発
足
し
た
。
ま
ず
次
の
よ
う
な
「
静
岡
県
読
書
活
動
推
進
会
議
設
置
要
綱
」

が
定
め
ら
れ
、
六
月
二
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

（
設
置
）

第
一
条
静
岡
県
に
お
け
る
読
書
活
動
に
関
す
る
施
策
の
計
画
的
な
推
進
を

図
る
た
め
、
静
岡
県
読
書
推
進
会
議
（
以
ド
「
推
進
会
議
」
と
い
う
。
）

を
設
悩
す
る
。

（
所
掌
事
項
）

第
二
条
推
進
会
議
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

（
二
読
書
活
動
推
進
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
こ
と
。

（
二
）
「
静
岡
県
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の
進
行
管
理
に
関
す

る
こ
と
。

（
三
）
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
関
す
る
こ
と
。

（
組
織
及
び
運
営
）

第
三
条
推
進
会
議
の
委
員
は
、
図
書
館
、
学
校
、
民
間
、
行
政
等
の
各
代

表
者
、
学
識
経
験
者
（
別
表
）
を
も
っ
て
構
成
し
、
静
岡
県
教
育
委
会
教

育
長
が
委
嘱
す
る
。

二
委
嘱
期
間
は
委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら
そ
の
年
度
の
三
月
三
一
日
ま
で
と

す
る
。

三
推
進
会
議
に
は
委
員
長
、
副
委
員
長
を
置
く
。
委
員
長
、
副
委
員
長

は
、
静
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長
が
指
名
す
る
。

四
委
員
長
は
、
推
進
会
議
を
総
理
し
、
推
進
会
議
を
代
表
す
る
。
副
委

員
長
は
、
委
員
長
を
補
佐
し
、
委
員
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
そ
の
職

務
を
代
理
す
る
。

五
推
進
会
議
は
委
員
長
が
必
要
に
応
じ
て
召
集
す
る
。

六
委
員
長
は
、
必
要
に
応
じ
、
委
員
以
外
の
者
に
推
進
会
議
へ
の
出
席

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
担
当
者
会
）

第
四
条
推
進
会
議
に
担
当
者
会
を
置
く
。

二
担
当
者
会
は
、
推
進
会
議
の
ド
で
、
協
議
事
項
を
調
整
す
る
。

三
担
当
者
会
は
、
私
学
振
興
室
、
子
育
て
支
援
室
、
高
校
教
育
課
、
義

務
教
育
課
、
養
護
教
育
課
、
社
会
教
育
課
、
県
立
中
央
図
書
館
、
県

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
各
担
当
者
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

（
事
務
局
）

第
五
条
推
進
会
議
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
事
務
局
を
静
岡
県
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
に
置
く
。

六
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（
そ
の
他
）

第
六
条
こ
の
設
置
要
綱
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
推
進
会
議
の
開
催
、
運

営
そ
の
他
必
要
な
事
項
は
、
委
員
長
が
別
に
定
め
る
。

こ
の
設
置
要
綱
に
定
め
ら
れ
た
「
推
進
会
議
」
に
お
い
て
は
静
岡
県
内
の

子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
推
進
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
協
議
す
る
の
み
で

は
な
く
、
静
岡
県
民
全
体
の
読
書
活
動
推
進
に
関
す
る
諸
問
題
に
も
取
り
組

む
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
点
は
「
静
岡
県
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
会
議
」
と

は
異
な
る
意
味
を
持
つ
組
織
と
な
っ
た
。

六
月
二
十
三
日
、
第
一
回
会
議
が
開
催
さ
れ
、
要
綱
第
三
条
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
委
員
の
委
嘱
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
委
員
の
構
成
は
民
間
六
名
（
地
域

活
動
連
絡
協
議
会
長
・
読
書
推
進
運
動
協
議
会
長
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
理

事
・
新
聞
社
学
芸
部
長
・
書
店
商
業
組
合
理
事
長
・
学
生
）
、
学
校
関
係
五

名
（
県
立
高
校
長
・
県
立
聾
学
校
長
・
公
立
小
学
校
長
・
県
立
高
校
司
書
・

小
学
校
司
書
教
諭
）
、
行
政
二
（
県
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
室
長
・
町
村

教
育
長
）
、
図
書
館
関
係
二
名
（
県
立
中
央
図
書
館
長
・
富
士
市
立
中
央
図

書
館
長
）
、
学
識
経
験
者
一
名
（
大
学
教
授
）
の
計
十
六
名
で
あ
る
。
こ
の

委
員
構
成
は
官
僚
機
構
の
委
員
に
偏
向
せ
ず
、
読
書
推
進
運
動
関
係
、
マ
ス

コ
ミ
関
係
、
書
店
関
係
、
学
生
の
代
表
等
民
間
人
を
多
く
委
員
に
加
え
て
い

る
と
こ
ろ
に
特
色
が
認
め
ら
れ
る
。
同
じ
く
第
三
条
第
三
項
の
委
員
長
、
副

委
員
長
の
指
名
が
行
わ
れ
た
。
委
員
長
に
は
浜
松
大
学
教
授
の
安
藤
勝
志
、

副
委
員
長
に
は
静
岡
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会
会
長
の
錦
織
淑
子
が
指
名
さ

れ
た
。次
に
関
係
各
課
・
各
機
関
か
ら
平
成
十
六
年
度
の
事
業
計
画
の
報
告
が
な

読
書
活
動
推
進
の
現
状

さ
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
各
委
員
に
よ
る
質
疑
と
提
言
が
行
わ
れ
た
。
そ
こ

で
報
告
さ
れ
、
年
度
内
に
実
施
さ
れ
た
事
業
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
読
書
活
動
推
進
事
業
の
旗
振
り
役
で
あ
る
教
育
委
員
会
の
社
会
教
育

課
で
は
、
重
点
事
業
と
し
て
「
読
書
県
し
ず
お
か
」
づ
く
り
総
合
推
進
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
事
業
内
容
は
、
（
二
読
書
活
動
推
進

会
議
の
開
催
、
（
二
）
読
書
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、
（
三
）
子
ど
も
読
書

活
動
推
進
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
（
四
）
学
校
図
書
館
の
活
性
化
研
究
、

（
五
）
県
民
カ
レ
ッ
ジ
で
の
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
等
の
開
催
、

（
六
）
啓
発
・
広
報
の
推
進
等
で
あ
る
。
特
に
八
月
二
十
七
日
、
静
岡
市
の

グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
で
開
催
さ
れ
た
読
書
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
け
る
作
家
大
江

健
三
郎
の
「
書
き
な
お
す
こ
と
／
読
み
な
お
す
こ
と
」
と
題
す
る
講
演
会
に

は
一
、
○
○
○
名
を
超
え
る
聴
衆
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
啓
発
・
広
報

の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
マ
ス
コ
ッ
ト
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
好
評
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
静
岡
国
体
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ふ
じ
つ
ぴ
－
」
が
本
を
開
い
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
ポ
ス
タ
ー
や
バ
ッ
ジ
の
作
成
に
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
他
、

「
読
書
県
し
ず
お
か
づ
く
り
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」
も
行
わ
れ
た
。

静
岡
県
立
中
央
図
書
館
の
重
点
事
業
は
、
「
子
ど
も
図
書
研
究
室
」
の
開

設
、
静
岡
県
横
断
検
索
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
市
町
村
支
援
態
勢
の
整
備
等
で

あ
る
。
そ
の
他
、
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
、
図
書
館
職
員
研
修
の
開
催
（
県
図
書
館

協
会
と
の
共
催
）
、
次
期
中
期
計
画
の
立
案
、
静
岡
県
図
書
館
大
会
の
開
催

等
の
事
業
も
含
ま
れ
る
。
子
ど
も
図
書
研
究
室
は
「
市
町
村
図
書
館
（
室
）

職
員
、
児
童
書
・
児
童
文
学
研
究
者
、
読
み
間
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
子
ど

も
文
庫
関
係
者
、
学
校
図
書
館
関
係
者
」
な
ど
へ
の
支
援
を
目
的
と
し
て
、

，‐Ⅱ，今
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六
月
十
八
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
公
立
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
推
進
事
業

と
し
て
の
検
索
シ
ス
テ
ム
「
お
う
だ
ん
く
ん
」
は
三
月
十
八
日
か
ら
運
用
が

開
始
さ
れ
て
い
る
。
県
立
図
書
館
の
職
員
が
巡
回
車
を
利
用
し
て
市
町
村
立

図
書
館
を
訪
問
支
援
も
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
．
日
え
ほ
ん
と

し
ょ
か
ん
」
が
六
月
五
に
川
根
町
、
七
月
三
日
に
由
比
町
、
九
月
二
十
五
日

に
藤
枝
市
、
十
一
月
十
三
日
に
榛
原
町
、
十
一
月
十
四
日
に
富
士
川
町
に
お

い
て
実
施
さ
れ
た
。
主
と
し
て
キ
ャ
リ
ァ
ァ
ッ
プ
や
起
業
を
目
指
す
県
民
を

対
象
と
し
た
「
図
書
館
活
用
・
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
」
も
開
催
さ
れ
た
。
七

月
三
十
一
日
に
は
健
康
連
動
指
導
者
古
旗
照
美
の
「
図
書
館
活
用
で
キ
ャ
リ

ァ
ァ
ッ
プ
」
、
九
月
十
一
日
に
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
橘
尚
代
の
「
仕
事
で
資
格

を
生
か
す
ｌ
放
送
現
場
と
気
象
予
報
士
の
仕
事
と
は
？
ｌ
」
、
十
一
月
十
三

日
に
は
大
学
教
授
日
詰
一
幸
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
図
書

館
」
、
一
月
二
十
二
日
に
は
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ン
エ
ー
ジ
ャ
ー
小
出

宗
昭
の
「
ヒ
ッ
ト
商
品
作
り
お
手
伝
い
し
ま
す
Ｉ
図
書
館
を
活
用
し
た
起
業

の
仕
方
ｌ
」
、
三
月
十
五
日
に
は
絵
本
作
家
わ
だ
こ
と
み
の
「
Ⅱ
絵
本
・
構

成
作
家
に
な
る
ま
で
そ
し
て
こ
れ
か
ら
Ⅱ
図
書
館
は
ア
イ
デ
ア
と
仕
事
の

た
か
ら
箱
」
の
各
啓
発
的
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
八
月
八
日
に
静
岡
県
社

会
福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
静
岡
県
子
ど
も
読
書
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に

は
四
○
○
余
名
の
入
場
者
が
あ
っ
た
。
静
岡
県
図
書
館
大
会
は
、
十
一
月
二

十
二
日
、
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
に
お
い
て
「
図
書
館
を
も
っ
と
身
近
に
暮
ら
し
の

な
か
に
」
を
総
合
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
九
○
○
余
名
の
参
加
者
が

あ
っ
た
。
三
月
二
十
六
Ｈ
、
静
岡
県
社
会
福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ
た
評
論
家

柳
田
邦
男
の
特
別
講
演
会
「
大
人
こ
そ
絵
本
を
」
に
は
三
五
○
余
名
の
参
加

者
が
あ
っ
た
。

高
校
教
育
課
の
重
点
事
業
は
、
学
校
図
書
館
活
性
化
モ
デ
ル
事
業
に
お
け

る
司
書
教
諭
お
よ
び
学
校
図
書
館
担
当
事
務
職
員
地
区
別
研
修
会
の
実
施
、

国
語
力
向
上
モ
デ
ル
事
業
に
お
け
る
実
践
研
究
、
学
校
訪
問
に
よ
る
指
導
、

高
等
学
校
図
書
館
研
究
会
に
お
け
る
助
言
等
で
あ
る
。
モ
デ
ル
校
に
お
け
る

実
践
や
指
導
主
事
の
よ
る
指
導
に
重
点
が
置
か
れ
た
。

義
務
教
育
課
の
重
点
事
業
は
、
司
書
教
諭
発
令
者
研
修
会
の
開
催
、
国
語

力
の
育
成
と
読
書
活
動
の
習
慣
化
に
つ
い
て
研
究
を
深
め
る
こ
と
を
も
く
て

き
と
し
た
国
語
力
向
上
モ
デ
ル
事
業
、
学
校
図
書
館
資
源
共
有
型
モ
デ
ル
地

域
事
業
、
朝
読
書
や
読
み
聞
か
せ
の
充
実
、
読
書
活
動
推
進
に
つ
い
て
の
先

進
事
例
の
作
成
・
配
布
等
で
あ
る
。
本
年
度
の
司
書
教
諭
の
発
令
者
数
は
、

小
学
校
五
三
五
校
中
三
八
二
校
、
中
学
校
二
七
三
校
中
一
九
六
校
で
あ
る
。

養
護
教
育
課
の
重
点
事
業
は
、
盲
学
校
、
聾
学
校
、
養
護
学
校
等
の
指
定

校
を
中
心
と
し
て
、
学
校
図
書
館
活
性
化
研
究
事
業
の
拡
大
、
活
性
化
の
参

考
と
な
る
資
料
の
提
供
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
、
図
書
館
資
料
等
の
積

極
的
な
整
備
等
で
あ
る
。
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
を
目
的
に
、

特
に
研
究
指
定
校
で
あ
る
県
立
の
藤
枝
養
護
学
校
を
中
核
と
し
て
、
そ
の
実

践
的
な
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
重
点
事
業
は
、
子
ど
も
の
読
書
推
進
と
学
校
図
書

館
活
性
化
の
た
め
の
体
制
づ
く
り
に
あ
り
、
具
体
的
に
は
読
書
指
導
講
座
の

企
両
・
運
営
、
学
校
図
書
館
に
関
す
る
調
査
・
研
究
、
司
書
教
諭
の
現
状
や

要
望
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
子
ど
も
読
書
推
進
、
学
校
図
書
館
活
性
化
の

た
め
の
研
究
、
指
導
等
で
あ
る
。
読
書
指
導
講
座
は
、
「
児
童
・
生
徒
の
読

一
巡
、
舎
一
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書
活
動
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
読
書
指
導
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ

ま
な
考
え
方
、
読
書
活
動
支
援
の
た
め
の
手
法
、
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら

指
導
力
の
向
上
と
自
校
で
の
推
進
方
法
の
向
上
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
に
、

小
・
中
・
高
・
盲
・
聾
・
養
各
学
校
の
教
員
を
対
象
と
し
て
、
七
月
二
十
七

円
と
八
月
三
日
の
両
Ｈ
、
県
立
中
央
図
書
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

平
成
十
六
年
度
の
推
進
会
議
は
四
阿
開
催
さ
れ
た
。
第
一
回
は
六
月
二
十

三
日
、
第
二
回
は
八
月
三
日
、
第
三
回
は
九
月
二
十
九
日
、
第
四
回
は
二
月

十
八
日
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
静
岡
県
に
お
け
る
読
書
活
動
推
進
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
の
評
価
、
さ
ら
に
は
県
の
各
課
・
各
機
関
が
実
施
す
る
事
業
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
の
提
言
が
な
さ
れ
、
県
の
読
書
活
動
推
進
事
業
に
生
か
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
十
二
月
三
日
に
は
現
場
視
察
を
実
施
し
た
。
藤
枝
市
立

高
洲
中
学
校
、
静
岡
県
立
藤
枝
西
高
等
学
校
、
静
岡
県
立
藤
枝
養
護
学
校
の

三
校
と
吉
田
町
立
図
書
館
で
あ
る
奎
局
洲
中
学
校
や
藤
枝
西
高
校
は
恵
ま
れ

た
環
境
の
下
に
理
想
的
な
読
書
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
た
。
し
か

し
、
藤
枝
養
護
学
校
に
お
け
る
知
的
障
害
を
持
つ
子
ど
も
読
書
指
導
は
困
難

を
き
わ
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
教
職
員
の
努
力
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
に
も
限
界
が
あ
り
、
県
や
教
育
委
員
会
の
物
心
両
面
か
ら
の
支
援
が
必

要
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。
現
在
、
吉
田
町
立
図
書
館
は
利
用
者
に
対
す
る
配

慮
や
学
校
教
育
の
現
場
と
の
連
携
な
ど
理
想
的
な
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
た
が
、
吉
田
町
の
よ
う
に
平
成
の
大
合
併
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
小
規

模
の
自
治
体
に
は
、
今
後
は
県
や
県
立
中
央
図
書
館
の
支
援
を
必
要
と
す
る

時
期
が
必
ず
来
る
と
思
わ
れ
た
。

静
岡
県
に
お
け
る
読
書
活
動
の
推
進
は
着
実
に
進
行
し
て
い
る
と
思
わ
れ

読
書
活
動
推
進
の
現
状

る
が
、
課
題
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
第
四
回
の
推
進
会
議
で
報
告
さ
れ
た

「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
現
状
」
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）
に
よ
れ
ば
、

囚
月
の
不
読
者
率
は
小
学
校
で
四
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
（
全
国
七
・
○
パ
ー
セ

ン
ト
、
五
月
統
計
）
、
中
学
校
で
七
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
（
同
前
一
八
・
八
パ

ー
セ
ン
ト
）
、
高
校
で
二
七
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
（
同
前
四
二
・
六
パ
ー
セ
ン

ト
）
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
た
と
え
受
験
勉
強
の
影
響
や
全
脚
平
均
を

上
川
る
と
い
う
事
実
を
考
慮
し
た
と
し
て
も
、
上
級
学
校
に
進
む
ご
と
に
不

読
者
が
増
加
す
る
現
実
は
深
刻
で
あ
る
。
年
度
内
に
朝
読
書
の
実
施
率
が
小

中
学
校
で
一
○
○
パ
ー
セ
ン
ト
に
到
達
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
今
後
の

読
書
率
向
上
に
期
待
し
た
い
。
司
書
の
配
置
率
は
小
学
校
で
四
一
パ
ー
セ
ン

ト
、
中
学
校
で
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
高
校
で
九
○
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
は
事
務
職
員
の
兼
務
を
含
む
数
字
で
あ
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ

る
。
早
急
に
学
校
司
書
の
専
任
化
を
は
か
り
、
児
童
・
生
徒
の
読
書
活
動
を

活
性
化
す
べ
き
で
あ
る
。
司
書
教
諭
の
配
置
は
順
調
に
進
ん
で
は
い
る
が
、

そ
の
授
業
時
数
の
軽
減
措
置
に
は
問
題
が
あ
る
。
軽
減
時
間
数
ゼ
ロ
の
司
書

教
諭
が
小
学
校
で
七
○
パ
ー
セ
ン
ト
、
中
学
校
で
九
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
高
校

で
七
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
学
校
図
書
館
の
効
率
的
利

用
を
考
え
る
上
か
ら
も
、
可
及
的
速
や
か
に
司
書
教
諭
の
授
業
時
数
軽
減
を

行
う
べ
き
で
あ
る
。
教
育
費
や
人
件
費
の
増
加
が
望
め
な
い
と
し
た
な
ら
ば
、

定
年
退
職
後
の
教
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
起
用
な
ど
も
視
野
に
入
れ

る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
公
立
図
書
館
の
あ
り
方
に
も
課
題
が
あ
る
。

ま
ず
市
町
村
合
併
に
よ
る
地
域
間
格
差
の
問
題
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
大
都
市
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
町
村
の
住
民
が
そ
の
日
か
ら
図
書
館
利
用
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に
恵
ま
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
県
内
図
書
館
の
ハ
ブ
と
し

て
の
「
新
県
立
中
央
図
書
館
」
の
建
設
は
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
残
念

な
が
ら
、
箱
物
行
政
の
限
界
を
考
え
れ
ば
、
県
内
各
自
治
体
が
新
た
な
図

書
館
を
多
く
建
設
す
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
合

併
で
必
要
と
さ
れ
な
く
な
っ
た
公
共
施
設
の
利
用
も
考
慮
せ
ざ
る
を
え
な

い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
県
内
各
公
共
図
書
館
を
結
ぶ
情
報
網
の
整
備

も
重
要
で
あ
る
。
高
齢
化
社
会
に
備
え
た
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
も
考
え
ざ

る
を
え
な
い
課
題
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
近
隣
に
図
書
館
が
存
在
し
た
と
し

て
も
、
そ
こ
ま
で
移
動
が
困
難
な
高
齢
者
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
身
体
の
不
自
由
な
人
々
に
た
い
す
る
サ
ー
ビ
ス
も

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
社
会
的
弱
者
へ
の
課
題

を
克
服
す
る
た
め
に
は
図
書
の
流
通
問
題
を
根
本
か
ら
考
え
直
す
必
要
が

あ
る
で
あ
ろ
う
。

行
政
の
側
に
は
あ
く
ま
で
も
県
民
の
視
線
を
重
視
し
た
読
書
活
動
の
推
進

が
望
ま
れ
る
が
、
県
民
の
側
も
そ
の
責
任
を
行
政
の
側
に
の
み
負
わ
せ
る
べ

き
で
は
な
い
。
読
書
運
動
の
主
体
は
い
う
ま
で
も
な
く
県
民
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
県
民
の
無
関
心
は
読
書
運
動
を
後
退
さ
せ
る
だ
け
で
あ
る
。
昭
和

三
十
五
年
五
月
五
日
、
鹿
児
島
県
立
図
書
館
長
で
あ
っ
た
児
童
文
学
昔
の
椋

鳩
十
が
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
母
と
子
の
読
書
運
動
、
そ
の
全
国
的
普
及
に
貢
献

し
た
の
は
全
国
の
母
親
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
県
民
一
人
一
人
の
積
極
的
な
読
書
活
動
推
進
へ

の
参
加
、
そ
れ
こ
そ
が
「
読
書
県
し
ず
お
か
」
実
現
へ
の
第
一
歩
で
あ
る
。

読
書
活
動
推
進
の
メ
ッ
カ
は
公
共
図
書
館
と
学
校
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
浜

松
市
に
お
け
る
図
書
館
の
問
題
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
浜
松
市
は
静

岡
県
西
部
地
区
の
拠
点
都
市
で
あ
る
。
平
成
十
七
年
七
月
一
日
、
旧
浜
松

市
・
浜
北
市
・
天
竜
市
・
舞
阪
町
・
雄
踏
町
・
細
江
町
・
引
佐
町
・
三
ヶ
日

町
・
春
野
町
・
佐
久
間
町
・
水
窪
町
・
龍
山
村
の
十
二
市
町
村
が
合
併
し
、

推
計
人
口
八
十
一
万
四
千
八
百
十
五
人
（
七
月
一
日
現
在
）
、
面
積
は
岐
阜

県
の
高
山
市
に
次
い
で
全
国
第
二
位
の
新
浜
松
市
が
誕
生
し
た
。
北
は
長
野

県
境
か
ら
南
は
遠
州
灘
ま
で
と
い
う
広
域
自
治
体
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
結
果
、
新
市
に
は
二
十
二
の
図
書
館
（
内
一
は
分
室
）
が
分
散
し
て
存
在

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同
時
に
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
点
や
矛
盾
を
抱
え
る
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
浜
松
市
に
お
け

る
広
域
合
併
の
も
た
ら
し
た
図
書
館
の
課
題
は
同
様
な
問
題
を
抱
え
る
全
国

の
自
治
体
の
象
徴
と
い
え
な
い
こ
と
も
な
い
。

浜
松
市
に
お
け
る
図
書
館
問
題
の
解
決
は
市
の
教
育
委
員
会
に
委
ね
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
た
教
育
委
員
会
は
「
浜
松
市
立
図
書
館
協

議
会
条
例
」
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
七
月
一
日
か
ら
施
行
し
た
。

（
設
置
）

第
一
条
市
は
、
図
書
館
法
（
昭
和
二
五
年
浜
松
市
条
例
法
律
第
二
八

号
）
第
一
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
浜
松
市
立
図
書
館
協
議
会

（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。

（
委
員
） （

三
）
浜
松
市
に
お
け
る
図
書
館
問
題
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第
二
条
協
議
会
は
、
委
員
一
五
人
以
内
で
組
織
す
る
。

一
一
委
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、

前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

（
会
長
及
び
副
会
長
）

第
二
条
協
議
会
に
会
長
及
び
副
会
長
を
置
く
。

二
会
長
及
び
副
会
長
は
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
定
め
る
。

三
会
長
は
、
協
議
会
を
代
表
し
、
会
務
を
総
理
す
る
。

四
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
又
は
会
長
が

欠
け
た
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

（
会
議
）

第
四
条
協
議
会
は
、
会
長
が
招
集
し
、
会
議
の
議
長
と
な
る
。

二
協
議
会
は
、
委
員
の
過
半
数
が
出
席
し
な
け
れ
ば
、
会
議
を
開
く
こ

と
が
で
き
な
い
・

三
協
議
会
の
議
事
は
、
出
席
し
た
委
員
の
過
半
数
を
も
っ
て
決
し
、
可

否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

四
協
議
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
者
の
出
席
を
求

め
、
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
委
任
）

第
五
条
こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
つ
い

て
必
要
な
事
項
は
、
教
育
委
員
会
が
定
め
る
。

こ
の
浜
松
市
立
図
書
館
協
議
会
条
例
に
基
づ
き
、
七
月
十
三
日
、
浜
松
市

立
中
央
図
書
館
に
お
い
て
、
第
一
回
浜
松
市
立
図
書
館
協
議
会
が
開
催
さ
れ

た
。
ま
ず
委
員
の
任
命
が
行
わ
れ
た
。
委
員
の
構
成
は
社
会
教
育
関
係
十
一

読
書
活
動
推
進
の
現
状

名
、
学
校
教
育
関
係
一
名
、
学
識
経
験
者
三
名
の
計
十
五
名
で
あ
る
。
会
長
、

副
会
長
の
互
選
も
行
わ
れ
、
会
長
に
は
浜
松
大
学
教
授
安
藤
勝
志
、
副
会
長

に
は
静
岡
文
化
芸
術
大
学
助
教
授
林
左
和
子
が
選
ば
れ
た
。

協
議
内
容
と
し
て
は
市
内
各
図
書
館
の
置
か
れ
て
い
る
現
況
と
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
の
報
告
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
各
委
貝
に
よ
る
質
疑
と
提
言
が
行

わ
れ
た
。
市
内
各
図
脊
館
の
現
況
報
告
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
た
蚊
大
の
問
題

点
、
そ
れ
は
地
域
間
格
差
の
問
題
で
あ
る
。
旧
浜
松
市
に
あ
る
図
書
館
と
新

浜
松
市
に
編
入
さ
れ
た
市
町
村
の
図
書
館
で
は
そ
の
サ
ー
ビ
ス
に
差
が
見
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
□
た
と
え
ば
、
平
成
十
五
年
度
の
旧
浜
松
市
の
年

間
図
書
貸
し
出
し
延
べ
冊
数
は
二
、
四
六
五
、
七
八
五
冊
で
あ
る
の
に
対
し
、

旧
龍
山
村
の
そ
れ
は
わ
ず
か
七
八
冊
に
す
ぎ
な
い
。
旧
浜
松
市
の
六
○
一
、

八
六
三
人
（
平
成
一
五
年
八
月
三
一
日
現
在
）
、
旧
龍
山
村
の
一
、
二
二
四

人
（
同
前
）
と
い
う
人
口
比
を
考
盧
し
た
と
し
て
も
、
あ
ま
り
に
も
格
差
の

目
立
ち
す
ぎ
る
数
字
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
数
字
だ
け
を
見
て
旧
龍
山
村

の
図
書
館
の
責
任
を
問
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
図
書
館
は
森
林
文
化
会
館
内

に
存
在
す
る
も
の
の
、
そ
こ
に
専
従
の
司
書
を
置
き
、
一
日
中
開
館
す
る
こ

と
は
村
の
予
算
上
不
可
能
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
小
規
模
自
治
体
の
置
か
れ

て
い
る
悲
劇
が
こ
こ
に
も
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
市
の
誕
生

に
よ
り
、
新
市
の
図
書
館
が
所
蔵
す
る
全
資
料
二
、
○
○
○
、
○
○
○
冊
余

を
全
市
民
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
多
少
サ
ー
ビ
ス
は
改
善
さ
れ
た
が
、

依
然
と
し
て
地
域
間
格
差
が
解
消
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
本
年

度
は
．
市
十
二
制
度
」
を
維
持
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
で
き
る
か
ぎ
り
早

急
に
サ
ー
ビ
ス
の
平
均
的
向
上
を
め
ざ
す
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
今
回
の
会

六
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議
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
な
改
善
方
針
が
確
認
さ
れ
た
。

ァ
電
算
シ
ス
テ
ム
未
導
入
館
を
解
消
し
、
全
域
で
均
一
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ
新
市
全
て
の
図
書
館
の
資
料
を
一
枚
の
利
用
者
カ
ー
ド
で
利
用
で
き

ブ
（
》
○

ウ
ど
こ
で
借
り
て
ど
こ
で
返
し
て
も
よ
い
。
貸
出
デ
ー
タ
は
即
時
処
理

さ
れ
る
ｃ

エ
ィ
ン
タ
！
不
ツ
ト
に
よ
る
蔵
書
の
検
索
・
予
約
も
全
市
民
が
利
用
で

き
る
。
ネ
ッ
ト
上
で
最
寄
の
図
書
館
を
受
取
場
所
に
指
定
で
き
る
。

オ
メ
ー
ル
に
よ
る
新
着
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
の
情
報
発
信
サ
ー

ビ
ス
を
、
希
望
す
る
全
市
民
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

カ
シ
ス
テ
ム
上
の
デ
ー
タ
と
資
料
（
現
物
）
を
一
致
さ
せ
、
利
用
者
に

迅
速
に
資
料
を
提
供
す
る
た
め
に
、
物
流
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
。

キ
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
は
、
平
成
一
七
年
度
は
旧
二
市
五
町
で
実
施

し
て
い
る
が
、
二
年
後
を
目
途
に
全
域
で
統
一
し
た
事
業
を
実
施
し
、

子
育
て
支
援
及
び
乳
幼
児
か
ら
の
読
書
習
慣
の
形
成
を
図
る
。

ク
平
成
一
八
年
度
の
一
○
月
に
開
館
を
予
定
し
て
い
る
新
城
北
図
書
館

は
、
第
二
中
央
図
書
館
と
し
て
、
時
代
の
要
請
に
合
わ
せ
て
以
下
の
サ

ー
ビ
ス
を
重
点
的
に
担
う
。

・
四
○
万
冊
を
収
容
し
図
書
の
川
納
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
制
御
す
る

「
自
動
出
納
書
庫
」
を
設
け
、
全
館
の
閉
架
機
能
を
担
い
、
年
々
増

加
す
る
資
料
の
効
率
的
な
管
理
を
図
る
。

・
二
台
の
移
動
図
書
館
車
を
集
結
さ
せ
、
来
館
が
附
難
な
利
川
脅
へ
の

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
。

・
視
覚
障
害
者
に
音
訳
図
書
・
点
訳
図
書
を
提
供
す
る
「
声
の
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
」
の
拠
点
を
現
中
央
図
書
館
か
ら
移
し
、
市
全
域
へ
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
。

・
音
楽
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
Ａ
Ｖ
資
料
や
専
門
図
書
、
専
門
雑
誌

の
収
集
を
図
る
。

・
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
有
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
提
供
や
、

大
学
・
関
連
団
体
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
ビ
ジ
ネ

ス
情
報
を
提
供
す
る
。

・
児
童
サ
ー
ビ
ス
の
中
心
館
と
し
て
、
学
校
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連

携
を
図
る
。

こ
れ
ら
の
浜
松
市
立
図
書
館
が
掲
げ
た
目
標
は
公
共
図
書
館
の
理
想
像
で

は
あ
る
が
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
は
行
政
側
の
意
識
改
革
が
必
要
で
あ

る
。
今
後
、
公
共
図
書
館
は
「
無
料
貸
し
本
屋
」
と
椰
楡
さ
れ
る
こ
と
か
ら

脱
皮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
む
ろ
ん
の
こ
と
で
あ
る
が
、
利
則
者
に

対
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
み
に
留
ま
ら
ず
、
文
化
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
情
報
発
信

基
地
と
し
て
の
役
割
も
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
検
索
シ
ス
テ
ム
も
書
名

や
作
者
名
か
ら
の
検
索
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
テ
ー
マ
や
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら

の
検
索
も
可
能
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
将
来
的
に
は
砺
子
図
詳
も
効
率
的
に

利
用
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
脂
定
衿
理
群
制
度
や
図
普
館
業
務
の
一
部

民
営
化
も
視
野
に
い
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

七
月
二
ト
ー
Ｈ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
放
映
の
「
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
」
（
名
古
屋

放
送
局
）
で
紹
介
さ
れ
た
「
企
業
が
図
書
館
を
変
え
る
」
と
い
う
番
組
が
参

一
ハ
ェ
ハ



考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
人
材
派
過
企
業
が
学
校
や
公
共
図
書
館
に

司
書
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
社
員
を
派
遣
し
て
い
る
と
い
う
三
束
県
内
の
ケ

ー
ス
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
効
率
化
、
継
費
軽
減
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
効
果

を
あ
げ
て
い
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
今
後
の
図
耆
館
運
営
を
考
え
さ
せ

る
番
組
で
あ
っ
た
ｕ
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
も
不
可
避
の
課
題
で
あ
る
。

そ
の
点
に
お
い
て
は
浜
松
市
教
育
委
凶
会
の
実
施
し
て
い
る
学
校
図
普
館
補

助
員
制
度
が
注
側
さ
れ
る
。
現
在
は
週
三
Ⅱ
、
一
日
四
時
間
程
度
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
今
後
の
制
度
充
実
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
公
共
図
書

館
に
お
い
て
も
、
子
育
て
が
一
段
落
し
た
り
、
定
年
を
迎
え
た
剛
書
資
格
を

所
有
者
し
て
い
る
人
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
公
共
図
書
館
補
助
員
制
度
の

よ
う
な
も
の
を
確
立
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

浜
松
市
立
図
書
館
の
場
合
も
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
役
割
を
果
た
す
と

い
う
こ
と
か
ら
は
免
れ
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
市
民
を
置
き
去
り
に

し
た
改
革
は
許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
市
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
忘
れ
た

公
共
施
設
は
存
在
し
て
は
な
ら
な
い
。
浜
松
市
立
図
書
館
の
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
、
そ
の
第
一
も
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
地
域
間
格
差

の
解
消
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
公
平
で
適
材
適
所
の
人
材
配
置
、
図
書

館
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
流
通
シ
ス
テ
ム
の
確
立
が
急
務
で
あ
る
。

そ
の
上
で
県
立
中
央
図
書
館
と
協
力
し
、
県
内
の
他
地
域
の
公
共
図
書
館
と

の
連
携
を
は
か
る
必
要
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
そ
の
地
理
的
条
件
を

生
か
し
、
将
来
は
県
境
を
越
え
て
三
遠
南
信
の
図
書
館
と
の
連
携
も
模
索
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
市
民
の
側
も
ま
た
行
政
に
一
方
的
に

寄
り
か
か
る
よ
う
な
依
存
的
体
質
は
卒
業
し
、
み
ず
か
ら
の
意
志
で
積
極
的

読
書
活
動
推
進
の
現
状

に
市
耽
図
諜
餓
の
連
衡
に
参
画
す
る
必
喫
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
元
来
、
遠
州

地
方
に
は
豊
田
佐
古
、
山
菜
寅
補
、
本
川
宗
一
郎
の
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
ア

イ
デ
ア
を
持
っ
た
起
業
家
を
輩
出
し
た
土
壌
が
あ
る
．
遠
州
人
気
質
の
「
や

ら
ま
い
か
」
（
や
ろ
う
と
い
う
強
い
意
志
を
あ
ら
わ
す
遠
州
弁
）
精
神
が
あ

る
。
行
政
と
市
民
と
が
積
極
的
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
い
け
ば
、
浜
松

市
立
図
蒔
館
の
抱
え
て
い
る
難
問
も
必
ず
解
決
で
き
る
に
ち
が
い
な
い
。

（
あ
ん
ど
う
．
か
つ
し
浜
松
大
学
教
授
）

六
七


